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東日本大震災から3年

東日本大震災から3年が経とうとしています。

改めて、亡くなられた方々のご冥福をお祈りす

ると共に被災された皆様の一日も早い復興を願

っています。

平成23年3月11日を機に、本校では、練馬

区・東京都の防災教育の施策を有効活用し、児

童の防災に対する実践力や意識の一層の向上を

図るための取り組み、避難拠点としての役割を

推進しているところです。

学校では、練馬区教育委員会作成「地震対策

の手引き」を基に、「日常できないことは非常時

にもできない」ことを平常時から意識して、①

教育活動中においては児童の安全確保に向けた

避難訓練を、毎月一回実施。②自校が避難拠点

として対応する時、発生時、発生後の各段階で、

何をどのように進めていくか、毎月一回、地域

の皆様の協力を得ながら、向山小避難拠点運営

連絡会を行っているところです。昨年9月8日

には、練馬区震災総合訓練の一一環として、防災

課の協力を得て、避難拠点開設全体訓練を実施

しました。訓練実施要領に基づき、被災状況の

報告、学校周囲・校内の安全確認、資器材の組

立・展示、無線機の操作等々、多岐にわたる方

法・内容は、今後の防災につながる大変有益な

訓練になりました。

「備えあれば憂いなし」と言いますが、天災は

想定外に発生することもあり、これでよしとい

うことはありません。今後もよりよい防災教

育・防災対策が図られるよう、地域・関係諸機

関・学校が連携して取り組んでいく所存です。

ご家庭におかれましても自宅内外の災害に対

する備え、注意報・警報・災害情報へのアクセ

スとその理解、災害発生時の連絡方法等、話題

にしていただき、一層の安全向上の一助になる

ようお願い申し上げます。

恕」感壷

如月から弥生三月へ

校長　上原健治

弥生三月を迎えました。2月から3月、学校

での主な行事について紹介します。

2月15日（土）、本校体育館で、地域行事「も

ちつき大会」が行われました。葉かげの集い実

行委員の皆様はじめ関係者の皆様の協力を得て、

前日から、降雪の中、もち米・野菜洗い等の準

備、当日は早朝から使用物品の搬入に始まりま

した。午前11時から13時30分のもちつき大会

では、薄日も差し始め、各担当で意欲的に作業

を進める中、つきたてのおもちが次々にできあ

がり、子供たちやご参会の方々が美味しそうに

頬張っていました。また、子供たちに、餅つき

体験をする機会もあり、この会の大切さを改め

て、感じる時でもありました。関係者の皆様に

深く感謝申し上げます。

2月20日（木）5校時、体育館に全校児童が集

い、「6年生を送る会」が行われました。在校生

の出し物では、1年生合唱「ビリーブ」合奏「ミ

ッキマウスマーチ」、2年生ダンス「きゃり－は

むゆばむゆみんなのうた」、3年生合唱「自信を

もって」、4年生合奏「チキチキパンパン」、5

年生踊り・朗読「ソーラン節にメッセージをの

せて」と各学年の贈る言葉、6年生のお礼の言

葉、合唱「明日を信じて」合奏「情熱大陸」を

発表し合い、とても心に残る良い会になりまし

た。

今年度の最終月、3月24日（月）には、1年生

84名、2年生71名、3年生70名、4年生71

名、5年生83名が修了式を迎えます。25日（火）

は6年生71名が卒業します。残る日々の充実

を図るとともに、全校で祝福し、門出送りを致

します。この一年間、卒業生は、最高学年とし

て、全ての教育活動を通して、中心的な役割を

担い、その責任を見事に果たしました。

最後になりましたが、平成25年度、本校の

教育活動が関係各位の皆様の多大なるご支援や

お力添えがあったおかげで、所期の目的を達成

しようとしています。心より御礼申し上げます。



生活目標　　「身の回りをきれいにしましょう。」

あいさつ目標「あいさつは相手の目を見て自分から。」

保健目標「健康な生活習慣が身に付いたかふりかえってみよう。」

給食目標　「じょうぶな体をつくりましょう。」
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貸出上履き
向山小学校では、上履きを忘れたときに

上履きを貸し出しています。ご家庭に小さ

くなった上履き・履かない上履きがありま

したら貸し出し用にさせて頂きたいと思

います。

洗って、名前をマジックなどで消して、持

たせてください。ご協力お願いします。

学年の窓～6年生～

小学校生活最後の1年間で、子供たちは

大きく成長しました。6年生を成長させた

ものの1つに、縦割り粧活動がありました。

4月当初、6年生という実感が湧かない

うちに1年生のお世話がスタートしまし

た。悪戦苦闘しながらも、気が付くといつ

のまにか優しくて頼もしいお兄さん、お姉

さんの顔つきになっていました。

秋の全校遠足では、最高学年としての自

覚がしっかりと根付き、オリエンテーリン

グや昼食、班遊びも、1年生だけでなく下

級生全体を気遣っていました。

ドリームハッピーでは、自分たちの仕事

を進めながら、下級生にできる仕事を分担

し、アドバイスやフォローができるまでに

成長しました。

縦割り遊びでは、どうしたら全学年が楽

しめるのか、休み時間に集まって相談した

り、準備をしたりしました。

6年生を送る会では、1年生から5年生

までの皆から、心のこもった出し物や寄せ

書きをいただきました。下級生の6年生に

対する感謝や愛着がたくさん溢れ、子供た

ちの心に残る温かい時間となりました。

この一つ一つの出来事が、今の自分を作

りあげてくれたことに感謝の思いをもって

立派に向山小学校を卒業してほしいです。

6年担任　　松本・林

学校安全安心ボランティアの皆様「本当にありがとうございました。」

平成25年度の「学校安全安心ボランティア」は、69名のボランティアの皆様で運営することがで

きました。保護者の皆様にボランティアとして活動していただくことにより、授業時間中における児童

の安全を高めることができました。また各自が都合の付く時間に来校し、学校の環境整備にもご協力を

いただき、感謝の気持ちでいっぱいです。本当にありがとうございました。

3月中旬には、平成26年度の「学校安全安心ボランティア」を改めて募集いたします。

皆様のご参加とご協力をお待ちしています。よろしくお願いします。


